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念いをカタチに 喜び創　 会社
お も ぞ う

時代は変わっても、博宣のベースにあるのは「お客様の念いをカタチにすること」

お客様と社会の繁栄を願い続けて、おかげさまで36周年を迎えました。

これからも象の如く、大きな足跡を残して、一歩ずつ前進します。



人づくり革命とは

２
０
１
７
年
生
ま
れ
の
子
ど
も
の

数
は
94
万
１
，０
０
０
人
と
な
る
見
通

し
で
、
１
８
９
９
年
の
統
計
開
始
後

最
少
を
更
新
す
る
こ
と
は
確
実
で

す
。
安
倍
政
権
は
、
人
づ
く
り
革
命
で
子
育
て
支
援
と
し
て
、
３
～
５
歳

児
向
け
の
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
認
可
施
設
の
利
用
料
を
一
律
無
償
化
し
、

０
～
２
歳
児
向
け
に
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
っ
て
無
償
化
し
ま
す
。

教
育
支
援
と
し
て
は
、
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
の
入
学
金
・
授
業
料
を

低
所
得
層
に
限
定
し
て
無
償
化
し
、
給
付
型
奨
学
金
も
整
備
し
ま
す
。
こ

れ
ら
に
は
総
額
２
兆
円
を
超
え
る
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
１
．７
兆

円
は
２
０
１
９
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
増
税
の
増
収
分
を
充
て

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
内
総
生
産
比
の
子
ど
も
関
連
の
社
会
保
障
費
で
あ
る
家
族
関
係
支
出

を
概
算
す
る
と
、
約
１
．３
％
か
ら
１
．５
％
へ
と
増
え
、
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
平
均
に
少
し
近
づ
い
て
い
ま
す
。
児
童
手
当
、
育
児

休
業
給
付
な
ど
の
現
物
給
付
を
増
や
す
点
も
、
先
進
国
の
政
策
動
向
に
沿

っ
て
い
ま
す
。
保
育
無
償
化
よ
り
待
機
児
童
の
受
け
皿
整
備
を
優
先
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
家
族
政
策
全
体
の
規
模
は
ま
だ
他
の
先

進
国
よ
り
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
少
子
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
れ

ば
、
受
け
皿
整
備
と
無
償
化
は
車
の
両
輪
と
し
て
進
め
る
べ
き
で
す
。

一
方
、
約
８
千
億
円
の
財
源
が
必
要
と
な
る
高
等
教
育
の
一
部
無
償
化

は
評
価
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
高
等
教
育
へ
の
公
的
支
出
が
先
進
国
で
最

低
水
準
な
の
は
確
か
で
す
が
、
授
業
料
無
償
化
が
高
等
教
育
の
機
能
を
高

め
る
上
で
最
善
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今

回
の
子
育
て
・
教
育
支
援
策
は
、
実
質
的
に
は
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
先

送
り
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
・
教
育
支
援
は
産
業
構

造
の
変
化
に
よ
る
新
し
い
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
政
策
で
あ
り
、
本

来
は
労
働
市
場
の
流
動
化
や
労
働
時
間
の
柔
軟
化
と
の
組
み
合
わ
せ
で
機

能
す
る
も
の
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
若
い
世
代
の
人
々
が
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
思
い
、

子
育
て
を
し
て
幸
せ
だ
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
を
作
る
こ
と
で
す
。

人
づ
く
り
革
命
に
対
し
問
題
ば
か
り
を
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、
政
治
と

の
対
話
の
中
で
よ
り
良
き
政
策
を
引
き
出
す
よ
う
な
姿
勢
が
必
要
で
す
。

よ
う
や
く
芽
生
え
た
少
子
化
対
策
の
火
を
消
さ
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
に

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

「清流の国ぎふ」づくりを一段と深化

東
京
岐
阜
県
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
岐
阜
県
政
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

岐
阜
県
で
は
、
昨
年
は
、「
人
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
中
小
企
業
や
農
業
者
向

け
に
「
中
小
企
業
総
合
人
材
確
保
セ
ン
タ
ー
」、「
ぎ
ふ
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ

ン
タ
ー
」
等
支
援
拠
点
を
設
け
、
人
材
確
保
・
育
成
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
遺
産
や
、
歴
史
資
源
が
豊
富
な
「
ひ
が
し
み
の
歴
史
街
道
」
等
を

活
用
し
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客
を
推
進
す
る
「
魅
力
づ
く
り
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

更
に
、「
安
全
・
安
心
づ
く
り
」
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
防
疫
体
制
の
強

化
、「
ぎ
ふ
清
流
福
祉
エ
リ
ア
」
の
拡
充
等
福
祉
・
教
育
の
充
実
の
他
、
幹
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
も
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
着
実
に
進
め
、
新
た
な
課
題
に
も
対
応
す
る
た

め
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
づ
く
り
を
一
段
と
深
化
さ
せ
ま
す
。

各
産
業
で
は
人
手
不
足
が
深
刻
な
課
題
で
あ
り
、
建
設
業
や
建
築
業
、
林
業
分
野

に
お
け
る
支
援
拠
点
を
設
け
る
他
、
女
性
や
外
国
人
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

等
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
「
人
づ
く
り
」
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
促
進

や
人
材
育
成
等
第
四
次
産
業
革
命
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。

次
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
に
ら
ん
だ
「
魅
力
づ
く

り
と
海
外
戦
略
」
も
推
進
し
ま
す
。
六
月
に
本
県
で
開
催
す
る
「
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」
を
成
功
に
導
く
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
へ
の
県
内

農
畜
水
産
物
の
提
供
に
向
け
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
促
進
等
も
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
産
品
の
「
岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
」
の
Ｐ
Ｒ
や
、「
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇

宙
博
物
館
」
を
は
じ
め
、
世
界
に
誇
る
遺
産
、
ア
ニ
メ
・
映
画
・
ド
ラ
マ
の
舞
台
等

を
活
用
し
た
国
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
県
と
関
わ
り
の

深
い
国
々
と
の
交
流
を
一
層
深
め
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
、
医
療
と
福

祉
の
連
携
・
充
実
を
は
じ
め
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
自
立
・

社
会
参
画
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
等
広
域
交
通
の
整
備
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

二
〇
二
〇
年
に
本
県
で
開
催
す
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」
を
見
据
え
、
健
康
づ
く
り

に
も
一
層
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
活

躍
・
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長  

吉
村 

泰
典

岐
阜
県
知
事

古
田
　
肇 
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平
成
29
年
11
月
21
日
（
火
）
午
後
6
時
か
ら
、

例
年
と
同
様
、
千
代
田
区
飯
田
橋
（
九
段
下
）
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
東
京
岐

阜
県
人
会 

平
成
29
年
度 

総
会
及
び
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
冒
頭
、
吉
村
会
長
か
ら

「
会
員
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
フ

ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
の
活
動
を
強
化
し
、
若
い

世
代
の
勧
誘
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
本
日
ご
来
場

の
皆
様
に
も
、
当
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
周
り
の
若

い
人
に
教
え
て
あ
げ
て
欲
し
い
」
旨
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
次
い
で
同
会
長
が
議
長
と
な
り
、
山
本

幹
事
長
よ
り
①
事
業
実
績
・
計
画
、
②
収

支
決
算
・
収
支
予
算
、
③
役
員
選
出
等
の

提
出
議
案
の
説
明
が
あ
り
、
慎
重
な
る
審

議
の
結
果
、
全
議
案
が
満
場
一
致
で
原
案

通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
役

員
選
任
で
は
、
新
任
理
事
１
名
を
は
じ
め

多
方
面
で
ご
活
躍
の
多
く
の
県
出
身
者
に

理
事
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
6
時
30
分
か
ら
懇
親
会
に
移
り
、

先
ず
は
吉
村
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
岐
阜

県
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
素
晴
ら
し
さ

（
伝
統
）、
本
年
が
織
田
信
長
の
岐
阜
入
城

４
５
０
年
に
あ
た
る
こ
と
（
歴
史
）
や
ア

ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
か
ら
県
内
3
か
所

が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
（
文
化
）
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

古
田
県
知
事
の
ご
挨
拶
は
、
永
ら
く
岐

阜
県
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
故
梶

原
前
知
事
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
す
る
黙
祷

で
始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
同
知
事
か
ら
は
、
海

外
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が
日
本
を
訪
問
す

る
際
、
い
か
に
岐
阜
県
を
訪
れ
て
く
れ
て
い
る

か
、
と
い
う
非
常
に
興
味
深
い
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ス
ペ
イ
ン
人
で
は
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
に

次
い
で
4
位
、
イ
タ
リ
ア
人
で
は
5
位
、
フ
ラ
ン

ス
人
で
は
6
位
、
ド
イ
ツ
人
で
は
8
位
、
イ
ギ
リ

ス
人
で
は
9
位
と
の
こ
と
。
伝
統
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
か
ら
岐
阜
県
の
「
食
文
化
」
や
「
も
の

づ
く
り
」
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
こ

れ
は
私
た
ち
岐
阜
県
人
に
と
っ
て
非
常
に
誇
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
「
天

下
分
け
目
の
関
ケ
原　

東
西
人
間
将
棋
」
が
関
ケ

原
町
で
開
催
さ
れ
、
佐
藤
天
彦
名
人
・
山
崎
隆
之

八
段
が
対
局
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
佐
藤
名
人

率
い
る
東
軍
の
勝
利
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
他
、

２
０
１
８
年
前
期
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
半
分
、
青
い
。」
が
、
東
濃
地
方
を
舞
台
と
し
た

も
の
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
脚
本
は

美
濃
加
茂
市
出
身
の
北
川
悦
吏
子
さ
ん
で
す
。
是

非
皆
さ
ん
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
今
年
の
夏
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
「
半
分
、
青
い
。」
の
チ
ー
フ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
勝
田
夏
子
氏
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

す
。
詳
し
く
は
6
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

懇
親
会
に
は
、
多
く
の
会
員
を
は
じ
め
、
県

選
出
の
国
会
議
員
、
地
元
市
町
村
長
な
ど
来
賓

の
方
々
に
も
多
数
お
越
し
い
た
だ
き
、
総
勢
約

２
６
０
名
も
の
岐
阜
県
人
が
集
う
盛
大
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

平成29年度 総会・懇親会

東京岐阜県人会 平成29年度  総会・懇親会が開催されました

古田知事による来賓あいさつの模様

吉村会長の挨拶

ご来賓の市町村長他の方々
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講　師
演　題
参加費
お申込

レディース俱楽部　特別講演会のお知らせ
 
東京岐阜県人会レディース俱楽部（会長：大石アケミ）では、４月２８日（土）に吉村泰典会長による特別講演会
を開催します。今回は、女性が輝き続けられる社会づくりに向けた内容がテーマ。将来の社会づくりに向け、女
性だけでなく、男性もどのような役割を担っていくべきなのか、県人会会長であり、医学者でもある吉村会長に、
身近な話題も織り交ぜながらお話しいただく予定です。講演後は、懇親会も開催する予定としています。会員、
非会員、男女を問わずご参加いただけますので、ぜひ皆さまお誘いあわせの上ご出席ください。

４月２８日（土）14時～16時
都道府県会館（東京都千代田区平河町2-6-3）

１階 101大会議室（A）
東京岐阜県人会レディース倶楽部・大垣北高関東同窓会 
吉村泰典　東京岐阜県人会会長

「女性が健やかに輝き続けられる社会」
３千円
gifukenjin-tky@poppy.ocn.ne.jp

今
年
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
は
、
平
成
28
年
の
第

4
回
津
軽
三
味
線
全
国
大
会
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
、

関
ケ
原
町
ご
出
身
の
津
軽
三
味
線
奏
者 

野
村
泰
文

さ
ん
で
し
た
。
当
日
は
、
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
や

秋
田
荷
方
節
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
会
場
は
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

会
式
で
千
人
大
合
奏
を
実
現
し
た
い
」
と
の
野
村

さ
ん
の
夢
を
是
非
と
も
後
押
し
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
も
会
場
と
な
る
ホ
テ
ル
に
は
、
特
別
に
岐

阜
県
産
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
沢
山
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
加
え
て
飛
騨
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

に
み
た
ら
し
団
子
、
五
平
餅
、
ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
ジ

ャ
ー
キ
ー
な
ど
を
持
ち
込
み
、
例
年
に
負
け
な
い

郷
土
色
豊
か
な
料
理
や
地
酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
県
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
県
下
各
地

の
特
産
品
が
並
べ
ら
れ
、
県
出
身
者
の
郷
愁
を
誘

い
相
変
わ
ら
ず
の
盛
況
さ
で
し
た
。
地
元
市
町
村

か
ら
い
た
だ
い
た
富
有
柿
、
お
米
、
お
茶
等
を
お

土
産
に
午
後
8
時
半
、
余
韻
を
残
し
な
が
ら
懇
親

会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

各
市
町
村
か
ら
の
ご
恵
贈
品
・
お
土
産
品
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成29年度 総会・懇親会

＊詳細は追ってご案内します。当日受付も可能ですが、準備の都合上お早めにお申し込みください。

平成30年度  総会・懇親会開催のお知らせ

日　時

日　時

会　場

主　催

平成30年11月20日（火）
総　会  18時～18時20分　

懇親会  18時30分～20時30分
会　場　ホテルグランドパレス　　　　東京都千代田区飯田橋１丁目１番地１号 参加費　会員・非会員を問わず、お一人様８千円

東京岐阜県人会 平成29年度  総会・懇親会が開催されました

古田知事による来賓あいさつの模様

野村泰文さんによる三味線演奏

吉村 泰典（よしむら やすのり）

【学　歴】1975年慶應義塾大学医学部卒業
【職　歴】1983年米国ペンシルベニア病院research fellow
 1984年米国ジョンズホプキンス大学instructor
 1995年慶應義塾大学医学部産婦人科教授
 2013年内閣官房参与（少子化対策・子育て支援担当）
 2014年慶應義塾大学　名誉教授
 2015年福島県立医科大学　副学長（業務担当）

【学　会】2007年日本産科婦人科学会理事長（2011年まで）
 2010年日本生殖医学会理事長（2014年まで）
 2011年日本産科婦人科内視鏡学会理事長（2015年まで）

【受賞歴】松本賞、日本産科婦人科学会栄誉賞、福澤賞　
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第10回 東京岐阜県人会講演会・懇親会

夏のイベントのご案内

日　時 平成30年7月7日（土）  
講演会／13：30〜　懇親会／15：00〜

４月２日（月）放送開始（予定）

　作・	北川悦吏子
出演・	永野芽郁、松雪泰子、滝藤賢一／
	 		 佐藤　健、原田知世、谷原章介／
	 		 井川　遥、余貴美子、風吹ジュン、豊川悦司、中村雅俊	

毎週月曜〜土曜
【総 合】
午前8：00 〜 8：15 （再）午後0：45 〜 1：00

【BSプレミアム】
午前7：30 〜 7：45 （再）午後11：30 〜 11：45

（再）毎週土曜
【BSプレミアム】
午前9：30 〜 11：00

※詳細は、追ってご案内します。お問い合わせは事務局まで

※放送時間は変更になる場合があります

会　場　 都道府県会館
101大会議室

ＮＨＫ制作局第2制作センター ドラマ番組部　
　　　　                 チーフ・プロデューサー  勝田 夏子氏

制作統括
勝田 夏子（かつた・なつこ）

1992年、ＮＨＫ入局。
主な演出作品に、「抱きしめたい」「浪花の華〜緒方洪庵事件帳〜」「下流の宴」、連続テレビ小説

「風のハルカ」「ちりとてちん」「ゲゲゲの女房」「梅ちゃん先生」。
プロデュース作品に、「破裂」「コントレール〜罪と恋〜」、大河ドラマ「軍師官兵衛」など。

演　題

講演者

連続テレビ小説「半分、青い。」の
　　　  制作を通じて見た岐阜の魅力

　本年４月２日から、ＮＨＫの連続テレビ小説「半分、青い。」の放送が開始されます。
　本ドラマのヒロインの故郷は、なんとわが岐阜県・東濃地方！
　そこで、東京岐阜県人会では、同ドラマのチーフ・プロ一デューサーとして番組制作を主導
されている勝田夏子さまにお越しいただき、ドラマの制作を通じて感じた岐阜の魅力や、知られ
ざる番組制作の舞台裏などをご講演いただきます！
　ぜひ皆さん、お誘いあわせの上、いつもとは一味違う夏の講演会へご参加ください！！

夏のイベントのご案内 6



吉村 泰典

閑
話

休
題

　

わ
が
国
は
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
世
界
一
の
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
は
、

１
９
９
０
年
の
７
０
．４
歳
か
ら
２
０
１
５
年
に
は
７
３
．

９
歳
に
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
が
、
都
道
府
県
間
の
健
康

格
差
は
拡
大
し
て
お
り
、
健
康
寿
命
の
格
差
は
２
．７

年
も
あ
り
ま
す
。
社
会
階
層
を
示
す
所
得
や
学
歴
に
お

い
て
も
健
康
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
に
よ
れ
ば
、
世
帯
所
得
の
低
い
者
ほ
ど
、
野
菜

類
・
肉
類
の
摂
取
量
が
少
な
く
穀
類
の
摂
取
量
が
多
く
、

歩
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
健
康
診
断
の

受
診
率
が
低
く
、
歯
が
20
本
以
上
あ
る
者
の
割
合
も
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
人
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
親
の
所
得
が
低
い
世
帯
の
子
ど
も
で
は
肥
満
が
多

く
、
子
ど
も
の
健
康
格
差
に
ま
で
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
ほ
ど
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
お
り
、

貧
困
と
疾
病
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
格
差
を
巡
っ
て
は
、
貧
困
層
の
健
康
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
相
対
的
な
社
会
格
差
に
も
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
所
得
が
一
定
水
準
に
達
す
る
と
、
そ
れ
以

上
所
得
が
増
え
て
も
必
ず
し
も
健
康
増
進
に
つ
な
が
ら

な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
教
育
や
幼
少
期
の
体
験

な
ど
所
得
以
外
の
格
差
が
健
康
格
差
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
学
歴
に
よ
っ
て
喫
煙
な
ど
の

健
康
リ
ス
ク
の
格
差
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
教
育
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
識
に
よ

る
も
の
な
の
か
、
学
歴
が
規
定
す
る
社
会
階
層
の
影
響

健
康
格
差
を
考
え
る

な
の
か
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
の
生
活
習
慣
は
社
会
環
境
で
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

自
宅
か
ら
駅
、
途
中
の
乗
り
換
え
な
ど
歩
く
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
で
の
禁
煙
化
、
公
共
空
間

で
の
禁
煙
化
・
分
煙
化
と
い
っ
た
社
会
環
境
の
整
備
に
よ

り
、
喫
煙
率
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
英
国
で
は
、
食
品

産
業
に
働
き
か
け
て
食
料
品
の
塩
分
量
を
長
期
間
に
か

け
て
徐
々
に
減
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
政
策
に
よ

り
、
血
圧
値
が
下
が
り
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
死
亡

率
も
減
少
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
上
水
道
に
フ
ッ
化
物
を

添
加
し
て
、
虫
歯
予
防
す
る
取
り
組
み
は
す
で
に
約
60

カ
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り
と
い
え
る
生
活
習
慣
病
対

策
は
、
適
切
な
情
報
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の

自
覚
を
促
し
て
個
人
の
努
力
を
支
援
す
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
従
来
通
り
の
対
策
で
は
、
ゆ
と
り
も
希
望
も

リ
テ
ラ
シ
ー
も
あ
る
富
め
る
者
は
ま
す
ま
す
健
康
に
な

り
、
貧
し
い
者
は
ま
す
ま
す
不
健
康
に
な
り
、
格
差
は

広
が
る
一
方
で
す
。
個
々
の
生
活
習
慣
は
、
最
近
で
は

自
分
で
決
め
る
よ
り
も
社
会
環
境
で
決
ま
る
部
分
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
環
境
を
変
え
れ
ば
、
健
康

格
差
も
是
正
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
社
会
環
境
は
富

め
る
者
に
も
貧
し
い
者
に
も
同
様
に
働
く
の
で
、
格
差

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
作
用
が
あ
る
か
ら
で
す
。

閑話休題「健康格差を考える」7



岐
阜
県
は
、
航

空
宇
宙
産
業
の
事

業
所
数
と
従
業
者
数

が
愛
知
県
に
次
い
で

国
内
第
2
位
、
製
造

品
出
荷
額
で
は
第
3

位
（
愛
知
県
、
東
京

都
に
次
ぐ
）
に
あ
る

国
内
有
数
の
産
業

集
積
地
で
す
（
平

成
26
年
工
業
統
計

調
査
）。
岐
阜
県
の

航
空
機
産
業
の
歴
史
は
古
く
、
約
１
０
０
年
前

（
１
９
１
７
年
）
に
各
務
原
市
に
飛
行
場
が
設

け
ら
れ
、
続
い
て
川
崎
航
空
機
（
現
川
崎
重
工

業
（
株
））
の
航
空
機
工
場
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、

多
く
の
航
空
機
が
こ
の
地
で
製
造
さ
れ
、
初
飛

行
や
実
験
飛
行
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
９
９
７
年
に
は
、
こ
の
地
に
ゆ

か
り
の
あ
る
航
空
機
等
を
展
示
す
る
「
か
か
み
が

は
ら
航
空
宇
宙
科
学
博
物
館
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
博
物
館
に
は
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
親
し
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
開
館
か

ら
約
20
年
が
経
過
す
る
の
を
機

に
、
県
も
参
画
し
て
思
い
切

っ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
国
を
代
表
す

る
航
空
宇
宙
の
有
識
者
や
専
門
家
の
協
力
を
得

て
、「
先
人
の
空
・
宇
宙
へ
の
憧
れ
、
挑
戦
の
物

語
を
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ

リ
ッ
ト
と
感
動
を
与
え
る
博
物
館
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
、
航
空
宇
宙
産
業
の
集
積
地
を
Ｐ
Ｒ

す
る
情
報
発
信
拠
点
、
子
ど
も
達
に
航
空
宇
宙

に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
将

来
の
同
産
業
の
就
業
に
繋
げ
る
施
設
、
産
業
観

光
の
拠
点
施
設
を
目
指
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
３
月
24
日
（
土
）
に
は
、

こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
実
験
機
や
研
究
機
を

中
心
に
国
内
最
多
の
43
機
を
展
示
し
、
国
内
最

大
級
の
展
示
面
積 

約
９
，４
０
０
㎡
（
従
来
の

１
．７
倍
）
を
誇
る
、
日
本
で
唯
一
の
航
空
と

宇
宙
の
本
格
的
な
専
門
博
物
館
「
岐
阜
か
か
み

が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
」
が
愛
称
「
空そ
ら
は
く
宙
博
」

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

航
空
エ
リ
ア 

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
展
示
物
が
ず
ら
り

空
宙
博
の
展
示
は
、
人
類
の
航
空
機
開
発
の

歴
史
と
物
語
に
触
れ
る
「
航
空
エ
リ
ア
」
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

Ａ
（
Ａ
ｖ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
１
ゾ
ー
ン 

航
空
機
と
航
空
機
産
業
の
始
ま
り

人
類
の
飛
行
の
黎
明
期
を
経
て
、
約
１
０
０

年
前
、
日
本
の
航
空
機
産
業
が
誕
生
し
た
頃
ま

で
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
人
類
が
初
め
て
空
を
飛
ん
だ
動

力
航
空
機
「
ラ
イ

ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
」

（
実
物
大
模
型
）
と

日
本
で
初
め
て
量

産
さ
れ
た
航
空
機

「
乙
式
１
型
偵
察

機
”サ
ル
ム
ソ
ン

２
Ａ
２
“
」（
復
元

機
）
が
皆
さ
ま
を

お
迎
え
し
ま
す
。

Ａ
２
ゾ
ー
ン

戦
前
・
戦
中
の
航
空
機
開
発

日
本
の
航
空
機
産
業
が
大
き
く
発
展
し
た

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る
ま
で
を
紹
介

し
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合

わ
せ
て
里
帰
り
し
、
製
造
元
の
川
崎
重
工
業

（
株
）
で
レ
ス
ト
ア
さ
れ
た
、
世
界
で
唯
一

ライトフライヤーとサルムソン CG

8岐阜かかみがはら航空宇宙博物館

日本唯一の航空と宇宙の本格的な専門博物館「空
そ

宙
ら

博
はく

」がいよいよオープン！
1997年の開館以来20年余を経て待ちに待ったリニューアルオープンをした岐阜かかみがはら航空宇 宙博物館。ここを訪れるためだけに岐阜県に来る人も多いと聞く。国内最大級の展示面積を誇る日本
唯一の航空宇宙の専門博物館に、国内最多の43機を展示、国内外の航空宇宙機関との連携により、大 幅に魅力がアップした。体験装置や各種教室も充実し、子どもから大人まで楽しめる博物館に生まれ
変わった「そらはく」をじっくりとご紹介しよう。

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館



現
存
す
る
「
三
式
戦
闘
機
『
飛

燕
』」
の
実
機
（
本
物
の
機
体
）

と
、
各
務
原
飛
行
場
で
初
飛
行

し
た
、
世
界
的
名
機
「
零
戦
」
の
試
作
初

号
機
（
名
称
：
十
二
試
艦
上
戦
闘
機
）
の
実
物

大
模
型
を
展
示
。
零
戦
初
号
機
は
、
細
部
の
形

状
も
塗
装
も
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
回
、
わ
ず
か
に
残
る
当
時
の
資
料
と
著
名
な

研
究
家
に
よ
る
監
修
を
受
け
て
、
原
型
を
忠
実

に
再
現
し
ま
し
た
。

Ａ
３
ゾ
ー
ン

戦
後
の
航
空
機
開
発

戦
後
日
本
が
、
占
領
軍
か
ら
航
空
機
製
造
を

禁
止
さ
れ
た
「
空
白
の
7
年
間
」
を
経
て
、
飛

躍
的
に
航
空
機
製
造
の
技
術
力
を
向
上
さ
せ
た
時

代
を
紹
介
し
ま

す
。
日
本
の
航

空
機
産
業
史
の

マ
イ
ル
ス
ト
ー

ン
と
な
っ
た
実

験
機
、
練
習
機
、

量
産
機
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
な
ど
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
貴
重
な
機
体

を
数
多
く
展

示
し
て
い
ま

す
。
著
名
な

短
距
離
離
発

着
（
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｌ
）
飛
行
実

験
機
「
飛
鳥
」

は
目
玉
の
一
つ
。

全
国
最
多
の
こ
れ
ら
実
機
や
実

物
大
模
型
を
年
代
順
に
一
堂
に

展
示
し
、
航
空
機
産
業
発
展
の

歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
階
に
は
、

そ
れ
ら
を
見
渡
す
格
好
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。

Ａ
４
ゾ
ー
ン

航
空
機
の
し
く
み

飛
ぶ
仕
組
み
等
、
子
ど
も
達
が
楽
し
く
学
ぶ

体
験
装
置
が
い
っ
ぱ
い
。
人
気
の
あ
る
航
空
機

操
縦
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、
博
物
館
の
上
空
を

飛
ぶ
空
宙
博
な
ら
で
は
の
設
定
。
大
型
旅
客
機

用
と
小
型
航
空
機
用
が
あ
り
、
機
材
と
操
縦
の

仕
方
の
違
い
を
体
験
で
き
ま
す
。
ま
た
、
後
ろ

に
も
飛
べ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
の
違
い
も
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
宇
宙
へ
の
挑
戦

航
空
エ
リ
ア
を
抜
け
る
と
、
次
は
人
類
の
宇

宙
へ
の
挑
戦
の
物
語
と
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
ふ
れ
る
「
宇
宙
エ
リ
ア
」
で
す
。
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
こ
の
エ
リ
ア
を
大
幅
に
拡

充
し
ま
し
た
。
現
在
も
続
け
ら
れ
る
人
類
の
宇

宙
開
発
の
挑
戦
を
、
数
多
く
の
展
示
物
で
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

飛燕と十二試艦上戦闘機CG
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日本唯一の航空と宇宙の本格的な専門博物館「空
そ

宙
ら

博
はく

」がいよいよオープン！
1997年の開館以来20年余を経て待ちに待ったリニューアルオープンをした岐阜かかみがはら航空宇 宙博物館。ここを訪れるためだけに岐阜県に来る人も多いと聞く。国内最大級の展示面積を誇る日本
唯一の航空宇宙の専門博物館に、国内最多の43機を展示、国内外の航空宇宙機関との連携により、大 幅に魅力がアップした。体験装置や各種教室も充実し、子どもから大人まで楽しめる博物館に生まれ
変わった「そらはく」をじっくりとご紹介しよう。
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Ｓ
（
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
）
１
ゾ
ー
ン

空
か
ら
宇
宙
へ

大
空
を
抜
け
て
、
宇
宙
へ
飛
び
出
す
技
術
を

紹
介
し
ま
す
。

日
本
初
の
純
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
「
Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ

ト
」
の
先
端
部
分
で
、
宇
宙
空
間
で
放
出
す
る

た
め
に
人
工
衛
星
を
格
納
す
る
「
フ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
や
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
「
Ｌ

Ｅ

－

７
」
の
実
物
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
の
迫
力
あ
る
映
像
や
、
ロ
ケ
ッ

ト
の
内
部
、
宇
宙
か
ら
帰
還
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
の

部
品
、
宇
宙
と
同
じ
真
空
状
態
の
体
験
装
置
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

Ｓ
２
ゾ
ー
ン

宇
宙
へ
の
出
発 

－

ロ
ケ
ッ
ト

－

糸
川
英
夫
博
士
が
大
学
の
実
験
室
で
作
っ
た

小
さ
な
「
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
」
か
ら
始
ま
っ

た
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
開

発
の
歴
史
を
紹
介
し
、

ま
す
。
国
産
ロ
ケ
ッ
ト

の
模
型
の
ほ
か
、
世
界

の
ロ
ケ
ッ
ト
の
大
き
さ

を
比
較
で
き
る
展
示
が

見
ど
こ
ろ
で
す
。

Ｓ
３
ゾ
ー
ン

宇
宙
か
ら
地
球
の
暮
ら
し
を
支
え
る

－

人
工
衛
星

－

気
象
衛
星
、
観
測
衛
星
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
な
ど
、

私
達
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
人

工
衛
星
の
働
き
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
か

ら
借
り
受
け
た
光
衛
星
間
通
信
衛
星
「
き
ら
り
」

の
実
物
大
模
型
な
ど
、
空
宙
博
で
し
か
見
ら
れ

な
い
展
示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｓ
４
ゾ
ー
ン

人
を
宇
宙
に
送
る 

－

有
人
宇
宙
開
発

－

ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
計
画
や
旧
ソ
連
の
ル
ナ
計

画
な
ど
、
月
へ

挑
ん
だ
歴
史
、

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
、
そ
し
て

現
在
、
世
界
の

宇
宙
開
発
の
舞

台
と
な
っ
て
い

る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
国

際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

な
か
で
も

見
ど
こ
ろ
は
、
現
在
、
金
井
宣
茂
宇
宙
飛
行
士

が
滞
在
し
、
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
日
本
実
験
棟
「
き
ぼ
う
」
の
実
物

大
模
型
。
最
新
の
実
験
装
置
や
、
宇
宙
飛
行
士

の
メ
モ
書
き
な
ど
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
た
内
部

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
５
ゾ
ー
ン

生
命
を
探
る 

－

宇
宙
探
査

－

宇
宙
や
生
命
の
起
源
を
探
る
宇
宙
探
査
技
術

の
進
歩
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
今
年
秋
に
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ

ウ
」
に
到
着
し
、
岩
石
を
採
取
し
て
帰
還
す
る

日
本
の
最
新
鋭
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
実

物
大
模
型
や
、
現
在
火
星
探
査
中
の
ア
メ
リ
カ

の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
探
査
機
「
キ
ュ
リ
オ
シ
テ
ィ
」

の
実
物
大
模
型
を
展
示
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
国

内
で
み
ら
れ
る
の
は
空
宙
博
だ
け
で
す
。（
※
は

や
ぶ
さ
2
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
2
月
に
新
設
）

感
動
的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
を 

シ
ア
タ
ー
で
上
映

展
示
の
ほ
か
に
も
、
魅
力
は
い
っ
ぱ
い
。

シ
ア
タ
ー
で
は
、
空
宙
博
で
し
か
見
ら
れ
な
い
、

人
類
の
空
と
宇
宙
へ
の
挑
戦
物
語
を
上
映
し
ま
す
。

新
設
し
た
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
で
、
感
動
的
な
映
像

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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体
験
教
室
も
充
実

お
子
様
、
ご
家
族
に
も
楽
し
い
紙
飛
行
機
教

室
や
水
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
な
ど
、
以
前
か
ら
人
気

の
あ
っ
た
体
験
教
室
を
引
き
続
き
開
催
し
ま
す

（
不
定
期
）。
ま
た
、
お
子
様
が
展
示
物
の
見
学

を
通
し
て
学
び
、
思
い
出
を
残
し
て
も
ら
う
た

め
、
幼
児
か
ら
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用

意
（
無
料
）。
見
学
の
際
に
は
、
手
に
取
っ
て
家

族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
開
催
日
程
等
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
小
学
校
の
校
外
学
習
で
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
基

に
独
自
の
教
材
を
開
発
し
、
事
前
学
習
、
見
学
、

事
後
学
習
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
開
始
す
る
予
定
で
す
。

シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
も
充
実

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
り
、
シ
ョ
ッ
プ
と

カ
フ
ェ
も
新
し
く
な
り
ま
す
。
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
約
８
０
０
種
の
ア
イ
テ
ム
を
揃
え
、
博
物

館
に
来
た
思
い
出
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
で
、
空
宙
博
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
２
０
０
ア
イ
テ
ム
販
売
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
で
も
、
当
地
の
食
材
を
使

い
、
空
宙
博
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
予
定
で
す
の
で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

世
界
と
連
携
、
進
化
す
る
空
宙
博

空
宙
博
は
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
を
は
じ
め
、

日
本
を
代
表
す
る
航
空
と
宇
宙
の
専
門
家
の

方
々
の
監
修
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
多

く
の
熱
意
と
協
力
に
支
え
ら
れ
て
魅
力
を
高
め

て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
世
界
屈
指
の
米
国
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
航
空
宇
宙
博
物
館
と
連
携
協
定
を
結
び
、
大

戦
中
に
日
本
で
製
造
さ
れ
た
航
空
機
エ
ン
ジ
ン

（
実
物
）
や
資
料
、
映
像
を
お
借
り
し
、
展
示
や

シ
ア
タ
ー
映
像
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
米
国
航
空
宇
宙
局
）、

Ｅ
Ｓ
Ａ
（
欧
州
宇
宙
機
関
）、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・

ブ
ル
ジ
ェ
航
空
宇
宙
博
物
館
と
の
連
携
を
進
め
、

日
本
を
代
表
す
る
博
物
館
と
し
て
、
よ
り
魅
力

あ
ふ
れ
る
博
物
館
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
く
誕
生
す
る
空
宙
博
に
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、
小
中
学
生

の
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高

校
生
以
上
は
従
来
の
料
金
を
据
え
置
い
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
様
、
ご
家
族
、
ご
友
人
と
一
緒
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

岐
阜
県 

商
工
労
働
部 

航
空
宇
宙
産
業
課　
　
　
　

課 

長   

兼
松 

伸
和
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【空宙博のご案内】
休  館  日 毎月第一火曜日（休日の場合は翌平日）、年末年始
開館時間 平日10：00～17：00、土日祝日10：00～18：00
入場料金 大人800円、60歳以上・高校生500円、中学生以下無料
駐  車  場 約550台
アクセス ・名鉄各務原線「市役所前駅」からコミュニティバスで約15分
   １時間に１本運行（料金100円）
 ・東海北陸自動車道各務原ＩＣから車で約10分
※館内には日本語と英語による解説パネルを用意。スマートフォン用

アプリを介して中国語、韓国語、フランス語にも対応（機械翻訳、
一部対応していないものもあります）。

※YouTubeで博物館を体験できるイメージ動画を公開しています。
　空宙博ホームページでご覧ください。
　「かかみがはら そらはく」で検索）
問合せ先 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館
 （電話番号：TEL058-386-8500）

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館

水ロケット体験教室の様子



み
に
、
室
町
時
代
の
禅
僧
で
太
田
道
灌
の
江
戸
城
や

美
濃
鵜
沼
に
庵
を
結
び
、
下
呂
温
泉
を
日
本
三
大
温

泉
と
世
に
広
め
た
万
里
集
九
の
漢
詩
文
集
『
梅
花

無
尽
蔵
』（
二
つ
の
庵
と
も
同
名
）
に
は
、
延
徳
元

（
１
４
８
９
）
年
に
集
九
が
高
原
城
下
（
飛
騨
市
神

岡
）
で
江
馬
氏
に
酒
食
の
も
て
な
し
を
受
け
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
日
の
お
顔
触
れ

は
、
山
飛
濃
水
の
岐
阜
県
、
飛
騨
市
、
高
山
市
、
下

呂
市
、
美
濃
と
江
戸
、
明
治
、
そ
し
て
東
京
へ
と
連

な
る
時
空
を
跨
ぐ
奇
し
き
縁
と
も
申
せ
ま
し
ょ
う
。

江
馬
様
に
は
お
正
月
の
東
京
飛
騨
会
も
、長
年
に

亘
り
禰ね

宜ぎ

と
し
て
大
変
ご
尽
力
を
戴
き
ま
し
た
。
更

に
、
重
ね
て
心
強
い
こ
と
に
、
ご
後
任
の
門
崎
泰

輔
・
権ご
ん

禰ね

宜ぎ

も
高
山
市
の
ご
出
身
で
、
こ
の
日
も
会

場
の
社
務
所
講
堂
に
留
ま
ら
ず
内
拝
殿
ご
参
拝
に

ま
で
お
付
き
添
い
戴
き
、
ご
参
集
の
皆
様
に
は
、
一

際
、
誇
ら
し
く
晴
れ
が
ま
し
い
会
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

吉
村
会
長
の
ご
出
席
は
、当
方
が
事
務
局
を
務
め

さ
せ
て
戴
い
て
今
年
は
二
度
目
の
戌
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
間
、
加
藤
重
義
会
長
に
続
き
お
二
方

目
の
こ
と
で
す
。
吉
村
会
長
の
ご
紹
介
は
、
会
報
誌

に
も
既
に
詳
し
く
ご
案
内
で
す
し
、
コ
ラ
ム
『
閑
話

好
天
に
恵
ま
れ
た
成
人
の
日
、
東
京
飛
騨
会
で

は
東
京
岐
阜
県
人
会
の
吉
村
泰
典
会
長
を
は
じ
め
、

大
石
ア
ケ
ミ
副
会
長
、
理
事･

幹
事
七
名
様
の
ご
参

加
を
得
て
、
恒
例
の
新
春
互
礼
会･

初
詣
で
を
明
治

神
宮
で
催
行
致
し
ま
し
た
。
例
年
の
初
詣
で
参
拝

者
数
全
国
一
を
誇
る
こ
の
明
治
神
宮
は
、
今
年
も

３
２
０
万
人
の
参
拝
者
を
迎
え
ま
し
た
が
、
き
ょ
う

は
、
明
治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
の
御
神
霊
を
お
祀
り

す
る
こ
の
神
宮
と
、
飛
騨
と
岐
阜
の
意
外
な
関
係
や

来
歴
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
、
浅
学
を
顧
み
ず
、
岐
阜

県
飛
騨
に
ふ
る
さ
と
を
持
つ
建
築
屋
の
目
線
で
ご

紹
介
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
日
の
ご
来
賓
に
は
、
昨
年
末
に
ご
着
任
さ

れ
た
ば
か
り
の
野
原
茂
基･

岐
阜
県
東
京
事
務
所
長
、

下
呂
市
か
ら
は
服
部
秀
洋
市
長
と
加
藤
鈴
彦
秘
書

課
長
、
在
京
の
清
水
雅
博･

高
山
市
東
京
事
務
所
所

長
、
上
畑
浩
司･

飛
騨
市
岐
阜
県
東
京
事
務
所
派
遣

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
一
段
と
喜
ば
し
い
こ
と
に
は
、

昨
年
九
月
に
ご
就
任
さ
れ
た
江
馬
潤
一
郎･

明
治
神

宮
権ご
ん

宮ぐ
う
じ司
並
び
に
明
治
記
念
館
館
長
に
ご
出
席
戴

き
、
総
勢
百
名
近
く
の
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

江
馬
様
は
高
山
市
の
ご
出
身
で
、ご
実
家
は
高
山

陣
屋
前
広
場
に
程
近
い
一
本
杉
白
山
神
社
で
す
。
因

休
題
』
も
連
載
さ
れ
、
皆
様
も
ご
周
知
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
が
、
岐
阜
市
の
ご
出
身
で
、
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
理
事
長
、
日
本
生
殖
医
学
会
理
事
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
第
二
次
安
倍
内
閣
か
ら
少
子
化
対
策･

子
育
て
支
援
の
内
閣
官
房
参
与
を
務
め
ら
れ
、
ご
活

玉
腰
　
徹
（
東
京
岐
阜
県
人
会
評
議
員
、
東
京
飛
騨
会
事
務
局
）

明
治
神
宮
初
詣
で

　
― 

東
京
飛
騨
会
新
春
互
礼
会
と
東
京
岐
阜
県
人
会 

―

神宮の杜、手水舎から鳥居を抜けて東神門へ

内拝殿で正式参拝（撮影：門崎権禰宜）
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昭
和
27
年
4
月
28
日
、日
本
国
は
独
立
を
回
復
し
、翌

年
に
は
、
戦
後
当
初
に
設
立
さ
れ
復
興
運
動
を
担
っ

て
き
た
明
治
神
宮
崇
敬
会
に
加
え
て
、
明
治
神
宮
復

興
奉
賛
会
が
日
本
工
業
倶
楽
部
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

復
興
資
金
や
物
品
奉
納
は
、
国
内
の
み
に
留
ま
ら
ず
、

海
を
越
え
て
寄
せ
ら
れ
、
全
国
か
ら
の
奉
仕
、
御
用

材
献
納
も
続
き
ま
し
た
。
こ
の
戦
後
復
興
の
社
殿
造

営
に
は
、
飛
騨
市
ご
出
身
の
井
上
秋
夫
棟
梁
も
副
棟

梁
と
し
て
参
画
さ
れ
、
再
建
後
の
維
持
管
理
、
更
に

は
再
来
年
の
鎮
座
百
年
大
祭
に
向
け
て
現
在
も
ご
指

導
に
励
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
日
の
会
に
も
笑
顔
を
お

見
せ
で
し
た
。
ま
た
、
復
興
本
殿
の
御
用
材
の
一
部

に
は
、
飛
騨
川
沿
い
の
名
勝
渓
谷
の
中
山
七
里
に
程

近
い
、岐
阜
県
加
茂
郡
七
宗
町
（
旧
武
儀
郡
七
宗
村
）

の
岐
阜
営
林
署
内
岩
井
事
業
所
国
有
林
地
の
木
材
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
井
上
棟
梁
の
お
話
で
は
、
本
殿

の
柱
は
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
木
曽
檜
だ
そ
う
で
す
。
再

建
は
御
本
殿
東
北
隅
の
柱
、
す
な
わ
ち
鬼
門
柱
と
呼

ば
れ
る
、
一
本
だ
け
節
の
多
い
柱
か
ら
建
て
始
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
が
、
御
本
殿
の
こ
と
、
神
職
で
も
な

き
身
に
は
遠
く
仰
ぎ
見
る
ば
か
り
で
す
。

こ
の
明
治
神
宮
の
特
異
性
は
、
人
工
の
照
葉
樹

林
同
様
、
御
社
殿
も
極
め
て
学
術
的
に
研
究
を
尽
く

し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
所
で
す
。
神
社
と
は
、
伝
統

と
は
、
社
殿
と
は
何
か
、
木
造
で
あ
る
べ
き
か
非
木

造
の
不
燃
構
造
で
あ
る
べ
き
か
等
々
、
当
時
の
秀
英

が
造
営
委
員
会
を
組
織
し
、
議
論
を
重
ね
結
実
し
た

の
が
こ
の
復
興
社
殿
で
す
。
委
員
会
に
は
、
宮
島
淸

次
郎
委
員
長
の
下
、
復
興
造
営
を
前
に
し
て
亡
く

な
っ
た
、
創
建
御
社
殿
の
設
計
者
で
、
重
要
文
化

躍
は
生
殖
医
療
か
ら
健
康
寿
命
に
亘
る
、
わ
れ
わ
れ

国
民
の
生
涯
を
担
う
も
の
で
す
。
岐
阜
県
に
つ
い
て

は
、
特
に
最
近
は
、
飛
騨
地
方
の
産
婦
人
科
医
療
施

設
の
整
備
問
題
に
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
会

長
は
、
科
学
者
ら
し
く
、
林
学･

農
学･

生
態
学
な
ど

の
学
際
的
知
識
を
集
約
し
て
、
50
年
後
、
１
０
０
年

後
、
１
５
０
年
後
の
森
の
姿
を
構
想
さ
れ
た
『
明
治

神
宮
御
境
内
林
苑
計
画
』
に
則
り
、
人
工
造
林
さ
れ

た
常
緑
広
葉
樹
（
照
葉
樹
）
林
の
神
宮
の
杜
を
大
変

敬
愛
さ
れ
て
お
り
、
時
間
の
許
す
限
り
、
お
住
ま
い

か
ら
万
歩
計
を
携
え
、
森
林
浴
の
お
散
歩
を
愉
し
ま

れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
日
の
直
会
殿
で
の

修し
ゅ
ば
つ祓
を
受
け
て
、
内
拝
殿
に
進
む
正
式
参
拝
や
、
内

拝
殿
の
大
太
鼓
の
音
に
、
そ
し
て
互
礼
会
で
の
作
曲

者
自
ら
の
指
揮
の
下
、
出
席
者
全
員
で
の
東
京
飛
騨

会
の
歌
斉
唱
な
ど
、
会
員
も
気
付
か
な
い
特
徴
溢
れ

る
式
の
運
び
に
、
大
変
興
味
深
げ
に
、
驚
か
れ
た
ご

様
子
で
し
た
。

今
年
は
明
治
維
新
１
５
０
年
、平
成
に
続
く
新
た

な
元
号
で
呼
ば
れ
る
、
来
る
五
輪
開
催
の
年
に
は
、

明
治
神
宮
は
鎮
座
百
年
大
祭
を
迎
え
ま
す
。
現
在
の

社
殿
は
、
戦
災
後
、
昭
和
33
年
10
月
31
日
の
御
本
殿

遷せ
ん
ざ
さ
い
座
祭
遷せ
ん
ぎ
ょ御
の
儀
を
以
て
復
興
さ
れ
た
も
の
で
す
。

昭
和
20
年
4
月
14
日
の
大
空
襲
で
御
本
殿
、
拝
殿
が

焼
失
し
、
5
月
24
日
未
明
か
ら
三
連
夜
に
亘
る
空
襲

で
、
東
西
南
北
の
四
神
門
と
廻
廊
の
一
部
、
宿
営
舎

お
よ
び
宝
物
殿
、
そ
し
て
神
宮
の
杜
を
残
し
、
創
建

社
殿
は
烏う
ゆ
う有
に
帰
し
ま
し
た
。

そ
し
て
終
戦
後
の
始
ま
り
、
前
年
調
印
さ
れ
た
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
一
年
後
発
効
に
よ
り
、

財
の
橿か

し
は
ら原
神
宮
、
平
安
神
宮
、
築
地
本
願
寺
、
そ
し

て
岐
阜
公
園
三
重
塔
を
残
す
伊い
と
う東
忠ち
ゅ
う
た太
博
士
を
継

ぐ
方
で
、
や
は
り
帝
国
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
さ
れ

た
旧
内
務
省
神
祇
院
技
師
の
角す
な
み南
隆
た
か
し

博
士
を
中
心

に
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
で
安
田
講
堂
始
め
本
郷
東

大
構
内
に
も
多
く
の
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
調
の
校
舎
建

物
群
を
残
す
内う
ち
だ田
祥よ
し
か
ず三
博
士
や
、
後
に
前
の
東
京
五

輪
で
巨
匠
丹
下
健
三
を
世
界
に
送
り
出
し
た
岸き
し
だ田

日ひ

で

と
出
刀
博
士
が
名
を
連
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
神
宮
は
近
代
化
日
本
の
英
知
と
、
伝
統
の

融
合
と
し
て
生
ま
れ
た
、
現
人
神
を
御
祭
神
と
仰
ぐ

希
有
な
神
域
と
申
せ
ま
し
ょ
う
が
、
そ
こ
に
は
岐
阜

県
や
飛
騨
と
の
つ
な
が
り
も
多
く
見
え
隠
れ
致
し

ま
す
。
冬
日
と
は
思
え
ぬ
ま
ば
ゆ
い
日
射
し
は
、
遷

座
百
年
大
祭
を

前
に
整
備
の
進

む
、
葺
き
替
え
を

終
え
た
ば
か
り

の
外
拝
殿
の
大

屋
根
銅
版
を
煌

め
か
せ
、
内
拝
殿

の
皆
様
も
暖
か

く
厳
か
な
光
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

恙つ
つ
がな
き
御
参
拝

に
、
皆
様
の
笑
顔

は
ど
な
た
も
輝

い
て
い
ま
し
た
。

江馬潤一郎･明治神宮権宮司とご出席の東京県人会･吉村会長、理事･幹事の皆様
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親
睦
委
員
会

広
報
委
員
会 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部

広
報
委
員
会
で
は
、
東
京
岐
阜
県
人
会

や
会
員
の
皆
様
の
活
動
を
広
く
紹
介
し
連

携
を
深
め
る
た
め
年
に
２
回
発
行
す
る

「
会
報
誌
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」
の
企
画
・
編
集
を

進
め
る
と
共
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
で
は

「
東
京
岐
阜
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
通

じ
て
県
人
会
の
活
動
や
報
告
、
岐
阜
県
に

関
連
す
る
方
々
が
開
催
さ
れ
る
行
事
な
ど

に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
で
広
く
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。

広
報
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

と
、「
会
報
誌
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」
の
発
刊
2

～
3
ヶ
月
前
に
山
本
幹
事
長
、
印
刷
発
刊

担
当
の
博
宣
㈱
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
委

員
10
名
で
掲
載
内
容
の
企
画
編
集
を
行

う
委
員
会
を
開
催
し
、
掲
載
内
容
の
選
考

や
原
稿
依
頼
先
の
審
議
、
誌
面
の
割
付
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
委
員
が
分
担

し
て
著
者
へ
の
原
稿
作
成
依
頼
や
執
筆

が
あ
り
ま
す
。
女
性
に
限
ら
ず
男
性
の
方

も
、
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
出
席
く

だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
こ
の
他
、
岐

阜
県
の
先
輩
が
出
版
さ
れ
た
本
の
事
、
画
家

の
須
藤
さ
ん
の
お

話
な
ど
、
大
変
た
め

に
な
る
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、

今
回
も
楽
し
く
有

意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
の

活
動
と
し
て
お
茶

会
な
ど
考
え
て
お

り
ま
す
が
皆
様
も

ご
希
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
ど
し
ど
し

ご
提
案
く
だ
さ
い
。

を
担
当
し
、
掲
載
内
容
の
充
実
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

直
近
で
は
、
１
月
30
日
（
火
）
に
広
報

委
員
会
を
開
催
し
会
報
誌
ギ
フ
ネ
ッ
ト
69

号
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
で
は
、
高
橋
部
長
の

も
と
ウ
ェ
ブ
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
加

藤
さ
ん
の
努
力
と
協
力
に
よ
り
、
い
ち
早

く
多
く
の
話
題
を
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
紹
介

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

２
月
15
日
付
で
は
、
４
月
28
日
14
時
か

ら
東
京
岐
阜
県
人
会
吉
村
会
長
が
講
師
と

な
り
、
都
道
府
県
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す

レ
デ
ィ
ー
ス
倶
楽
部
主
催
の
特
別
講
演
会

「
女
性
が
健
や
か
に
輝
き
続
け
ら
れ
る
社

会
」
の
案
内
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

東
京
岐
阜
県
会
の
活
動
や
岐
阜
県
人
に

関
連
す
る
催
し
、
高
校
同
窓
会
の
開
催
や

報
告
な
ど
公
共
的
な
話
題
を
積
極
的
に
紹

介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
遠
慮
な
く
東

京
岐
阜
県
人
会
事
務
局
ま
で
記
事
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

http://w
w

w
.apgifu.net/index.htm

l

★
掲
載
に
関
す
る
ご
連
絡
先
★

東
京
岐
阜
県
人
会
事
務
局
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A
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３
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部

●
年
4
回
（
1
・
4
・
7
・
10
月
）

●
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回 

第
2
日
曜
日《
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時
30
分
〜
17
時
》

●
会
場　

い
ず
み
囲
碁
ジ
ャ
パ
ン
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友
生
命
ビ
ル
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●
会
費
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各
回
二
千
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食
事
代
含
む
》）

●
世
話
人　

　

田
中
三
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℡ 

０
３ 
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５
５
４
８
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０
４
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１

　

藪
下
隆
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℡ 

０
４
２
４ 

（
８
１
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６
０
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ゴ
ル
フ
会

大
栄
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
平
成
29

年
12
月
9
日
（
土
）

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
秋
に
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、

日
程
が
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

レ
デ
ィ
ー
ス
倶
楽
部

２
０
１
８
年
1
月
20
日
（
土
）
11
時
半
よ

り
シ
ー
ボ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
て
レ
デ
ィ
ス
倶

楽
部
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
女
性
6
人
に
加
え
、
吉
村
会
長
、

山
本
幹
事
長
、
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
長
の

杉
野
さ
ん
が
出
席
し
、
今
後
の
活
動
計
画
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
4
月
に
開
催
し
大
好
評
だ
っ
た
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
に
つ
い
て
の
感
想
や
思
い
出
を
語

り
合
う
中
、
山
本
幹
事
長
よ
り
、
産
婦
人
科

医
で
も
あ
る
吉
村
会
長
に
講
演
を
お
願
い

し
た
ら
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

レ
デ
ィ
ス
倶
楽
部
は
こ
の
提
案
を
受
け

て
、
吉
村
会
長
と
相
談
し
、
4
月
28
日
に
講

演
会
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

女
性
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
会
長
ご
就
任
以

来
初
の
本
格
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
で
す
。

１
時
間
ぐ
ら
い
の
お
話
の
後
、
懇
親
会
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が
あ
り
ま
す
。
女
性
に
限
ら
ず
男
性
の
方

も
、
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
出
席
く

だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
こ
の
他
、
岐

阜
県
の
先
輩
が
出
版
さ
れ
た
本
の
事
、
画
家

の
須
藤
さ
ん
の
お

話
な
ど
、
大
変
た
め

に
な
る
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、

今
回
も
楽
し
く
有

意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
の

活
動
と
し
て
お
茶

会
な
ど
考
え
て
お

り
ま
す
が
皆
様
も

ご
希
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
ど
し
ど
し

ご
提
案
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
・
青
年
部
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岐阜県学寮

岐阜県学生会館 Tokyo

こ
ん
に
ち
は
。
同
志
社
大
学 

経
済
学
部
3
年
の
宮
本

果
南
と
申
し
ま
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
高
校
を
卒
業
す
る

ま
で
の
ほ
と
ん
ど
を
岐
阜
で
過
ご
し
ま
し
た
。
現
在
、1

年
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
内
の
交
換
留
学
と
い
う
形

で
、
早
稲
田
大
学
商
学
部
に
通
い
、
岐
阜
県
学
生
会
館

に
在
寮
し
て
い
ま
す
（
２
０
１
8
年
2
月
現
在
）。

東
京
で
得
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
大
学

で
学
ん
で
い
る
こ
と
を
肌
感
覚
で
体
験
で
き
た
こ
と
、

好
奇
心
を
よ
り
広
く
深
く
養
え
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

大
学
で
は
現
代
広
告
研
究
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
広
告

を
通
し
た
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業

の
方
々
か
ら
頂
い
た
販
促
や
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

関
わ
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

学
ん
で
い
る
分
野
が
日
常
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
屋
外
広
告
も
多
く
、
街
を
歩

く
だ
け
で
も
様
々
な
情
報
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
東

京
に
い
た
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
カ
フ
ェ
や
化
粧
品
な
ど
女
子
大
学
生
が
好
ん
で

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
商
品
の
流
行
が
生
ま
れ
る
瞬
間

を
目
の
当
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、東
京

に
は
、
独
特
の
文
化
を
も
つ
街
や
催
し
物
も
多
く
、
そ
れ

ぞ
れ
に
集
ま
る
人
た
ち
の
行
動
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
話

し
て
い
る
内
容
に
触
れ
る
こ
と
が
、
大
学
で
与
え
ら
れ

た
課
題
に
お
け
る
消
費
者
の
イ
ン
サ
イ
ト
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。「
こ
ん
な
感
じ
方
、
考
え
方

も
あ
る
ん
だ
」
と
、
今
ま
で
意
識
も
せ
ず
に
狭
い
範
囲

で
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

学
外
で
は
、
美
術
展
や
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
増
え
た
気
が
し
ま
す
。
気
軽
に

様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
触
れ
ら
れ
る
の
は
、
東
京
の
魅
力

で
す
。
ど
の
作
品
や
試
合
に
つ
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
で
情
報

を
得
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、
背
中
が
ぞ
く
ぞ
く
す
る
よ
う

な
感
動
や
、
周
り
の
人
と
そ
の
感
動
を
共
有
で
き
る
楽

し
さ
は
直
接
体
験
す
る
こ
と
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
れ
も
「
楽
し
さ
」
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
視

点
、
思
考
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
良
い
時
間
で
し
た
。
友

人
と
一
緒
に
行
っ
て
感
想
を
共
有
す
れ
ば
、
さ
ら
に
新
し

い
発
見
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
知
識
や
感
動
は
ネ
ッ
ト
を

介
す
る
よ
り
も
色
濃
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
君
の
名
は
。」
で
お
馴
染
み
の
新
海
監
督
の
作
品
を

紹
介
す
る
、新
海
誠
展
に
も
行
き
ま
し
た
。
ご
存
知
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
新
海
監
督
は
背
景
美
術
が
と

て
も
綺
麗
な
こ
と
で
有
名
で
す
。
そ
の
緻
密
さ
や
奥
深

さ
が
分
か
る
よ
う
な
展
示
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
作
品
が
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
た
め
に
、

ど
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
新
海

監
督
の
当
時
の
考
え
も
残
さ
れ
て
お
り
、
大
学
で
勉
強

し
た
内
容
と
リ
ン
ク
し
て
い
て
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

余
談
で
す
が
、「
君
の
名
は
。」
が
流
行
っ
て
か
ら

「
岐
阜
出
身
で
す
」
と
い
う
と
、「
あ
、君
の
名
は
。
の

ロ
ケ
地
だ
よ
ね
！
」
と
岐
阜
に
対
し
て
反
応
し
て
く
れ

る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
ロ
ケ
地
は
飛
騨
で
あ
る
た

め
、
大
半
を
岐
阜
市
で
過
ご
し
た
私
に
と
っ
て
、
胸
を

張
っ
て
ロ
ケ
地
だ
と
は
言
い
づ
ら
く
、
い
つ
も
「
あ
っ
、

そ
れ
は
岐
阜
の
中
で
も
北
の
ほ
う
で
…
」
と
返
し
て
い

ま
す
（
笑
）。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
も
岐
阜
が
舞
台
と
な
り

ま
す
が
、
東
濃
地
方
の
よ
う
な
の
で
、
何
か
良
い
返
し

方
を
考
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

話
を
戻
し
ま
し
て
、
寮
で
の
生
活
も
自
分
の
興
味
を

広
げ
る
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
3
年
生
で

の
入
寮
に
も
関
わ
ら
ず
、
寮
生
の
皆
さ
ん
に
仲
良
く
し

て
頂
き
、貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
大
学
生
に
な

る
と
ク
ラ
ス
単
位
で
の
活
動
が
減
り
、
良
く
も
悪
く
も

共
に
過
ご
す
友
人
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は

そ
れ
で
楽
し
い
の
で
す
が
、
意
図
せ
ず
、
自
分
で
選
ん

だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仲
間
と
、
狭
い
範
囲
の
似
た
会
話

を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
発
達
し
、

自
ら
検
索
し
た
情
報
や
検
索
内
容
に
基
づ
い
て
お
す
す

め
さ
れ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
増
え
、
自
分
が
知
ら
な

い
分
野
と
の
出
会
い
が
少
な
い
の
も
現
状
で
す
。
寮
で

は
、
様
々
な
学
年
の
人
か
ら
今
ま
で
触
れ
て
こ
な
か
っ

た
分
野
、
趣
味
の
話
を
聞
く
機
会
も
増
え
、
自
身
の
興

味
や
行
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
寮
を
通
し
て
、
県
人
会
の
方
々

と
お
食
事
す
る
機
会
も
あ
り
、
同
世
代
と
話
す
だ
け
で

は
得
ら
れ
な
い
刺
激
も
頂
き
ま
し
た
。

た
っ
た
1
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

ご
縁
と
広
く
深
く
養
っ
た
好
奇
心
は
、
今
後
の
生
活

を
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
貪
欲
に
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
社
会
で
活

躍
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東京での学生生活
同志社大学  宮本 果南

劇団四季鑑賞
（左）

ゼミでのプレゼンの様子
（左）

ゼミのプレゼン後
（右から2番目）

新海誠展
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岐阜県では 最近の岐阜県のトピックスについてピックアップしました。
（平成29年8月〜平成30年1月）今

眞子内親王殿下をお迎えし
国際陶磁器フェスティバルが開幕	

欧州にて古田知事
「清流の国ぎふ」をPR!!
8月30日（水）～9月8日（金）、古田知事はベルギー（ワーテルロー）、

フランス（アルザス、パリ）、リトアニア（カウナス、ビリニュス）を訪れ、
岐阜県の地域資源や世界遺産を活用したPRを行いました。

関ケ原古戦場とワーテルロー古戦場との姉妹古戦場協定の締結をは
じめ、アルザス地方のオ・ラン県との友好関係の促進、「杉原リスト」に
関する意見交換などを通じて欧州各国との交流を深めました。

9月14日（木）～10月22日（日）、眞子内親王殿下を名誉総裁としてお迎え
し、多治見市で「国際陶磁器フェスティバル美濃’17」が開催されました。

眞子内親王殿下は開会式で「国際陶磁器展美濃が新たな陶磁器産業と
文化の創造に重要な役割を果たし、陶磁器を通じた国際的な交流が広が
り、美濃がより一層発展していくことを願っています」と述べられました。

世界最大級の国際見本市
メゾン・エ・オブジェに出展！
1月19日（金）～23日（火）、パリで開催される世界最大級の国際見本

市に昨年に続いて出展しました。世界で活躍するデザイナーのセバスチ
ャン・コンラン氏と、県内企業14社がコラボレーションした72商品を出展
し、会場は多くの来場者で賑わいました。 

「岐阜のモノづくり企業の技術力は素晴らしい。特に家具の仕上げの
細かさには感動した（30代女性バイヤー）」などの声が聞かれ、大変好
評を博しました。

2020年東京オリンピック・パラリンピックの選手村の関連施設「ビレッ
ジプラザ」に県産木材が使用されることが決定しました。岐阜県が木材
提供に意欲のある6市町村（関市・中津川市・郡上市・下呂市・白川町・東
白川村）との連名で応募し、選定されたものです。

このたび、同大会組織委員会による感謝状贈呈式が都内で行われ、
代表して感謝状を受け取った古田知事は「まさに「ヒノキ舞台」に立ち、
身の引き締まる思い。岐阜の木の素晴らしさを世界に発信したい」と述
べました。

東京オリ・パラ選手村	県産木材使用が決定
知事が感謝状を代表受領！

県人会では、東京岐阜県人会の皆さんが、岐阜県に関係のある施設において割引サービスが受けられる制度を平成15年11月
から開始いたしております。今年も、施設のご協力を得て下記の施設において割引サービスを実施いたします。会員証を各施設で
ご呈示いただきますと、施設ごとに次のようなサービスを受けることができます。ご利用ください。

基本宿泊料（室料または１泊２食付料金）10%割引き
※会員とその家族に限ります。　
※本人からの直接電話予約のみを対象とさせていただきます。（旅行社扱い、インターネット予約、カード支払い、他の特典のある場合などは対象となりません。）
※予約時に「県人会員」であることを告げてください。　※料金は各施設によって異なりますので、各旅館、ホテルにお問い合わせください。

 長良川温泉 岐阜グランドホテル
☎058-233-1111

岐阜都ホテル
☎058-295-3100

きんか
☎058-262-2292

鵜匠の家すぎ山
☎058-231-0161

せいらん会館
☎058-265-6528

石金
☎058-231-8156

ホテルパーク
☎058-265-5211

十八楼
☎058-265-1551

 下呂温泉 水明館
☎0576-25-2801

ホテルパストール
☎0576-24-2000

 飛騨高山温泉 高山グリーンホテル　☎0577-33-5500
飛騨物産館にて「ちょっぴりプレゼント」人数分進呈

茶の湯美術館（人間国宝の作品を展示） 入館料金・呈茶料金10%割引  ☎0577-37-1070

飛　騨 奥飛観光開発（株）東京営業所  ※ご予約はこちらまで
☎03-3639-9691　FAX 03-3661-4599

新穂高温泉 ホテル穂高（新穂高ロープウエイ10%割引券付き）・穂高荘山のホテル・穂高荘山月

新平湯温泉 奥飛騨薬師のゆ本陣・和風旅館「岐山」・
和風旅館「岐山天青亭」・長作の宿「なかだ屋」・美山荘

平湯温泉 岡田旅館・平湯館・穂高荘山がの湯・中村館

焼岳温泉 奥飛騨ガーデンホテル焼岳

飛騨高山温泉 本陣平野屋別館・本陣平野屋花兆庵・飛騨亭「花扇」・花扇別邸いいやま

飛騨古川 飛騨ともえホテル

濁河温泉 旅館御岳

岐阜県では今17
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ロ
ー
バ
ル
情
報
社
会
研
究
所
株
式
会
社 

顧
問

元
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
株
式
会
社 

会
長

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一│
一│
一四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
三
六
〇
）
八
三
〇
〇

松

田

隆

利

〒
一
六
六
│
〇
〇
一
三  

杉
並
区
堀
ノ
内
二
│
四
│
一
一
│
一
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
三
一
五
）
七
八
三
一

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
会
長

公
害
等
調
整
委
員
会 

委
員

宮

南

諄

子

〒
一
〇
七
│
〇
〇
五
二

東
京
都
港
区
赤
坂
三
│
一
四
│
八

赤
坂
相
模
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
八
三
）
九
二
九
二

F
A
X 

〇
三
（
三
五
八
三
）
〇
〇
一
七

松
葉
屋
株
式
会
社

会
　
長羅

本

礼

二

〒
一
五
〇
│
〇
〇
四
七

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
二
八
│
九

松
涛
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ト
一
〇
二

T
E
L 

〇
九
〇
（
一
五
五
四
）
三
〇
〇
九

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

会
長

ミ
ツ
イ
ワ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

岸

田

哲

哉

〒
五
〇
二
│
〇
〇
〇
三

岐
阜
市
三
田
洞
東
一
丁
目
二
十
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
七
五
〇
九
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

ぎ
ふ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長

水

町

重

範

水
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

水
町
保
険
診
療
所

水
町
エ
ム
・
ア
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
千
駄
ヶ
谷

〒
一
六
三
│
〇
七
〇
三

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
│
七
│
一 

小
田
急
第
一生
命
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
三
三
四
八
）二
一
八
一（
代
）

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

水
町
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表・総
院
長

内
科
認
定
医水

町

重

範

〒
一
六
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
│
二
三
│
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
六
二
七
四
）八
五
五
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

一般
社
団
法
人
運
転
従
事
者
脳
M
R
I
健
診
支
援
機
構 

代
表
理
事

〒
一
〇
一
│
〇
〇
四
七

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
│
九
│
一
二

Ｎ
Ｔ
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
│
五
二
五
九
│
五
三
三
五（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
│
五
二
五
九
│
五
三
三
六

株
式
会
社
チ
ュ
ー
キ
ョ
ー 

東
京
支
店

川

島

聖

司

東
京
支
店
長

神

谷

一

雄

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
│
二
│
十
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
三
七
）
二
二
二
三

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

松
久
グ
ル
ー
プ

代
　
　
表

林

　
信

秀

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

取
締
役
会
長

髙

井

和

伸

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
丁
目
二
六
番
三
七
号

グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
戸
山
四
〇
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
〇
一
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
一
七
〇

E
-m

ail:takai@
jupiter-law

.jp

ジ
ュ
ピ
タ
ー
法
律
事
務
所

弁
護
士（

高
山
市
久
々
野
町
出
身
、斐
太
高
校
昭
和
34
年
卒
）

〒一六
〇
│
〇
〇
二
二棚

橋

祐

治

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内一│
七
│一二 

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー

T
E
L 

〇
三
（
六
二
六
八
）
七
三
〇
一

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
五 

石
油
資
源
開
発 

株
式
会
社 

相
談
役

弁
護
士・弁
理
士（
シ
テ
ィ
ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所
）

金
沢
工
業
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョンマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

研
究
科
長・教
授

大

西

孝

夫

〒
一
一
二
│
〇
〇
〇
六

東
京
都
文
京
区
小
日
向
一
│
一
八
│
一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
九
四
七
）一
九
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
七
）四
四
三
六

公
益
財
団
法
人
岐
阜
県
学
寮

代
表
理
事

羽

賀

正

行

日
本
設
備
工
業
株
式
会
社

名 

誉 

顧 

問

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一│
七
│
二

東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル

T
E
L 

〇
三
（
三
二
七
九
）一七
三
一

F
A
X 

〇
三
（
三
二
四
五
）一六
六
三

熊

﨑

勝

彦

熊
﨑
勝
彦
綜
合
法
律
事
務
所

弁
護
士

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
六
番
地

一
番
町
ス
ク
エ
ア
六
階
B
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
九

〒
102-

0082

東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。
〒
一
〇
二
│
〇
〇
九
三  

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一│
五
│
一
五

平
河
町
B
U
R
E
X 

九
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
一
二
）
五
六
七
八

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長

一般
社
団
法
人
吉
村
や
す
の
り
生
命
の
環
境
研
究
所 

代
表
理
事

吉

村

泰

典

内
閣
官
房
参
与・

慶
應
義
塾
大
学

名 

誉 

教 

授

堀
内 

喜
司
夫

〒
一
一
二
│
〇
〇
〇
二

文
京
区
小
石
川
五
│
四
│
二
│
三
〇
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
六
二
四
〇
）〇
九
二
五

関
東
飛
騨
市
会

飛
騨
市
観
光
大
使

会
　
　
長

取
締
役
会
長

〒
一
〇
〇
│
六
七
五
一

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
一
号

グ
ラ
ン
ト
ウ
キ
ョ
ウ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

T
E
L 

〇
三（
五
五
五
五
）一
一
一
一

宮

田

博

之

〒
五
〇
二
│
〇
八
一
七

岐
阜
市
長
良
福
光
二
〇
七
〇
番
地
七

T
E
L 
〇
五
八
（
二
三
一
）
六
八
一
一

F
A
X 

〇
五
八
（
二
九
五
）
七
六
一
八

F
C
岐
阜 
後
援
会
会
員
募
集
中

株
式
会
社
　
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
社
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
一
六

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
六
一
五
│
〇
五
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
六
四
五
│
二
〇
二
八

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
株
式
会
社

土

屋

智

義

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
三
二

東
京
都
江
東
区
福
住
二
│
二
│
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
八

株
式
会
社 

桜
井
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

桜

井

美

国

〒
一
一
二
│
〇
〇
一
四

東
京
都
文
京
区
関
口
三
│
四
│
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
一
）一
六
一
二

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

大
垣
北
高
関
東
同
窓
会 

会
長

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東
京̶

日
比
谷 

会
長

（
有
） 

三
ツ
美 

社
長

八

　木

　茂

　樹

東
京
岐
阜
県
人
会
理
事・副
幹
事
長

公
認
会
計
士

加

藤

重

義

東
京
都
港
区
海
岸
一
丁
目
二
番
二
十
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
四
七
〇
）
七
二
八
七

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

三
井
住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社 

特
別
顧
問

18名刺広告



谷

口

智

治

一
般
社
団
法
人

全
国
経
営
者
団
体
連
合
会

理
事
長

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
一
号

帝
国
ホ
テ
ル
タ
ワ
ー
十
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
〇
七
）
五
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
〇
七
）
五
九
一
一

U
R

L http://w
w

w
.zenkeiren.jp

〒
一
〇
〇
│
〇
〇
一一

〒
一
二
〇
│
〇
〇
四
四

東
京
都
足
立
区
千
住
緑
町
三
│
一
八
│
一
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
八
八
二
）
四
九
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
八
八
）
六
四
三
九

美
濃
紙
業
株
式
会
社

近

藤

征

雄

会
　
　
長

立

川

敬

二

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

宮

田

栄

子

東
京
岐
阜
県
人
会 

監
事

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

幹
事
長

古

田

啓

昌

東
京
岐
阜
県
人
会 

理
事

大
垣
北
高
関
東
同
窓
会 

副
会
長

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
毛
利
・
友
常
法
律
事
務
所

弁
　
護
　
士

〒
一
〇
七
│
〇
〇
五
一

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
二
番
七
号

赤
坂
K
タ
ワ
ー

T
E
L 

〇
三（
六
八
八
八
）一
〇
〇
〇

F
A
X 

〇
三（
六
八
八
八
）三
〇
五
〇

林

　
義

郎

グ
ロ
ー
バ
ル
情
報
社
会
研
究
所
株
式
会
社 

顧
問

元
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
株
式
会
社 

会
長

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一│
一│
一四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
三
六
〇
）
八
三
〇
〇

松

田

隆

利

〒
一
六
六
│
〇
〇
一
三  

杉
並
区
堀
ノ
内
二
│
四
│
一
一
│
一
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
三
一
五
）
七
八
三
一

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
会
長

公
害
等
調
整
委
員
会 

委
員

宮

南

諄

子

〒
一
〇
七
│
〇
〇
五
二

東
京
都
港
区
赤
坂
三
│
一
四
│
八

赤
坂
相
模
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
八
三
）
九
二
九
二

F
A
X 

〇
三
（
三
五
八
三
）
〇
〇
一
七

松
葉
屋
株
式
会
社

会
　
長羅

本

礼

二

〒
一
五
〇
│
〇
〇
四
七

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
二
八
│
九

松
涛
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ト
一
〇
二

T
E
L 

〇
九
〇
（
一
五
五
四
）
三
〇
〇
九

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

会
長

ミ
ツ
イ
ワ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

岸

田

哲

哉

〒
五
〇
二
│
〇
〇
〇
三

岐
阜
市
三
田
洞
東
一
丁
目
二
十
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
七
五
〇
九
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

ぎ
ふ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長

水

町

重

範

水
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

水
町
保
険
診
療
所

水
町
エ
ム
・
ア
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
千
駄
ヶ
谷

〒
一
六
三
│
〇
七
〇
三

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
│
七
│
一 

小
田
急
第
一生
命
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
三
三
四
八
）二
一
八
一（
代
）

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

水
町
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表・総
院
長

内
科
認
定
医水

町

重

範

〒
一
六
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
│
二
三
│
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
六
二
七
四
）八
五
五
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

一般
社
団
法
人
運
転
従
事
者
脳
M
R
I
健
診
支
援
機
構 

代
表
理
事

〒
一
〇
一
│
〇
〇
四
七

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
│
九
│
一
二

Ｎ
Ｔ
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
│
五
二
五
九
│
五
三
三
五（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
│
五
二
五
九
│
五
三
三
六

株
式
会
社
チ
ュ
ー
キ
ョ
ー 

東
京
支
店

川

島

聖

司

東
京
支
店
長

神

谷

一

雄

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
│
二
│
十
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
三
七
）
二
二
二
三

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

松
久
グ
ル
ー
プ

代
　
　
表

林

　
信

秀

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

取
締
役
会
長

髙

井

和

伸

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
丁
目
二
六
番
三
七
号

グ
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度事業計画、収支予算などの審議承認を行いました。総
会の最後に多治見北校の卒業生でもあり来賓の古川雅典
多治見市長（11回生）による多治見市の進めている各種の
政策について近況報告がありました。
　フォーラムでは、例年の担当幹事回生から講演をお願い
しており、今回は精神科医の丹羽和賀美さん（18回生）の
フォーラム「内容：診療室から見える現代の心模様」と題
して「神経内科医から研修を始め精神科医になって３３年、
心と身体の関係の研究に取り組み、そもそも精神科医～心
のお医者さん～になろうと決心したのは、多治見という土地
で育ち、その東濃人の心理的特異性も含めて、動物行動
学、脳と心の理論、いじめと生きる力、性格と病気・うつ
と怠けの違い、ハラスメント、最新のキレル女性の増加な
ど、現代人の心の病の本質と氾濫する情報の裏側を、多く
の臨床経験を基にお話しして戴きました。
　また、特別話題として、金田一京助作詞、高木東六作
曲による「多治見北高校校歌」の制作経緯について紹介
がありました。

　引き続き会場を替えて開催された懇親会は、東京支部
羅本礼二会長（15回生）の挨拶、来賓の松田嘉久先生の
乾杯でスタートし、女子栄養大学付帯施設「松柏軒」で
調理された各種の料理や豊富なケーキ類も並び和気あい
あいの懇談の中、校歌合唱、好例の行事となっている「マ
スコット人形」の次年度幹事への引継ぎ、山本康夫元会長
の閉会の挨拶で盛会裡に無事終了することができました。

◆イベント日程
　毎年11月に東京支部同窓会を開催。今年は、11月
17日（土）を予定。
　当番学年幹事：昭54卒（19回生）、平1卒（29回生）
など9の付く卒業回生の皆さんです。

◆連絡先
多治見北高同窓会東京支部ホームページ
http://tajimikita-tyo.com/index.html

 support@tajimikita-tyo.com

恒例となっている次回幹事回生への「マスコット人形」の引き継ぎ

懇親会風景パワーポイントによるフォーラム講演風景

総会、フォーラム参加風景

〜 編 集 後 記 〜
この編集後記をまとめているのは 2018 年平昌オリンピックが好評裡に閉会し、弥生を迎え豪雪の冬も峠を越えたと感じられるものの、

春一番の暴風雨・雪が日本を縦断したところです。まだまだ本格的な春には時が掛かりそうです。
編集後記稿了の期日が大幅に遅れ、印刷出版を担当されている皆様には多大なご迷惑をお掛けし申し訳ない限りです。これまで執筆を担

当されておられた方々の実力に感心するばかりです。
さて、この会報誌「ギフネット69 号」では、平成 29 年度東京岐阜県人会総会・懇親会の報告、このギフネットがお手元に届いた頃に

テレビ放映される東濃地方の話題を盛り込んだ NHK の連続テレビ小説「半分、青い。」の講演会と放映のご案内、毎号示唆に富んだ医
療の話題を紹介する吉村会長の閑話休題、博物館シリーズ第３弾となる「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」の紹介、会員投稿の「明治
神宮初詣で」、学生生活を頑張っている宮本さんの執筆記事など、話題豊富な内容をお届けすることができました。

これもひとえに、東京岐阜県人会会員各位、役員、広報委員皆様のご理解とご協力、ご支援の結果と感謝致します。

（広報委員長：小原 久）
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※順不同

岐阜県立関高等学校同窓会 東京支部

◆イベント活動報告
　昨年度の東京支部同窓会は平成29年６月25日（日）
に主婦会館プラザエフ（四ツ谷）にて開催しました。
出席者約110名で、母校関高から三尾校長、堀部本部同
窓会長他役員、及び恩師の先生方をお招きして、11時
半から総会に引き続き３時まで懇親会を行いました。
今年度も同様な楽しい同窓会を開催すべく役員・幹事
で準備を進めております。
　当東京支部同窓会ではここ２～３年若手の参加に
力を入れており、青年部を発足させ、若手の活動を通
じて同窓会を有意義なものにしていこうとしていま
す。大先輩ＯＢの方々と若い後輩との歓談や交流がで
き、先輩・若手双方から好評を頂いています。掲載の
写真は、ひとつは昨年６月の総会・懇親会で母校恩師
の先生から当日参加の在京大学生を紹介頂いている
ところです。もうひとつの写真は、青年部主催の若手
懇親会活動で昨年10月実施の豊洲バーベキュー・パー
ティの様子です。青年部の活動は年３回位を目標に開
催しています。
　なお、東京支部同窓会の様子をホームページにも掲
載してありますのでご覧ください。
http://sekikou-tokyo.com （関高同窓会東京支部で検索く
ださい）
　また、青年部の活動に興味のある方は青年部長・古
田圭佑君（高53回生（平13年卒））にご照会ください。

（  furuta.keisuke1@gmail.com）

◆イベント日程
毎年６月頃東京支部同窓会を開催。
今年は平成30年６月24日（日）を予定。

◆連絡先
東京支部会長　垣下 智洋
　　  049-252-1522　  kaki3138@lagoon.ocn.ne.jp
広報担当副会長　今井 忠明
　　  045-813-3225　  tada-imai@nifty.com

在京（首都圏）岐阜高校同窓会

◆コメント
　本同窓会は昭和12年に設立されて、今年81年目を迎え
ます。東京、神奈川、千葉、埼玉地区を中心に会員数
3,000人になります。執行部組織として、会長尾関良平（9
代目、昭和37年卒）、副会長4名、理事5名、監事2名、顧
問2名で成り立っています。
　また、“当番学年幹事制”を導入し、その年に当たった卒
業学年の方々 には、総会、懇親会の一切を仕切ってもらっ
ています。

◆イベント日程
　今年の総会、懇親会は以下の要領で開催致します。
多数の皆様のご参加をお待ちしております。
日　程：平成30年7月1日（日）10：45～
場　所：東京ドームホテル Ｂ１“天空の間”
　　　　文京区後楽1-3-61　  03-5805-2111
当番学年幹事：昭和52年卒、62年卒の皆さん。
なお、今年のイベントには、日本を代表するマジシャン、
Mr.マリックさんが出演予定です。

◆連絡先
北村 清次（副会長 昭和45年卒）　  043-485-8185
〒285-0005 千葉県佐倉市宮前3-5-1  701号
なお、問い合わせ用のメールフォームを設けております。
http://www.giko-zaikyo.com/ どうぞご利用ください。

県立多治見北高等学校同窓会　東京支部

◆コメント
　第28回東京支部同窓会は、昨年、平成29年11月18日

（土）に北高2回生の卒業生で教授を務められていた先輩
のご尽力もあり、恒例となっている女子栄養大学・駒込キャ
ンパスにおいて、総会・フォーラム・懇親会を出席者113名
で母校から桜井正之校長、伊藤恒一本部同窓会会長他
役員、恩師の斎藤誠先生、松田嘉久先生、松田治道先
生などの方々 をお招きして開催いたしました。例年、同窓会
の開催準備や当日の運営は、1から10までの下1桁の番号
が同じ卒業回生が担当することとなっており、今回は8の付
く8～48回生が担当し、特に18回生、48回生が主体となっ
て運営されました。
　総会では、東京支部羅本礼二会長（15回生）が進行役
となり、平成28年度事業報告、収支決算報告、平成29年

久々に母校の同窓会で恩師や友人たちと旧交を温めてみてはいかがでし
ょうか？　同窓会から発展した趣味の会や文化イベントへの参加、母校
を応援するスポーツ観戦などの機会もこれから増えていきそうです。これ

らをきっかけとして、長らくご無沙汰していた故郷へのきずなをぜひ再構築してみませんか。
次号は10月上旬発行となります。皆様の投稿をお待ちしております。（投稿先：gifukenjin-tky@poppy.ocn.ne.jp）

同窓会に行こう！！21



4月のイベント APRIL

5月のイベント MAY

6月のイベント JUNE

7月のイベント JULY

8月のイベント AUGUST

9月のイベント SEPTEMBER

春●SPRING

夏●SUMMER

秋●AUTUMN

岐阜県観光イベントカレンダー

５月１日、２日（予定）
５月２日～４日
５月３日～４日
５月３日～５日
５月４日、５日
５月７日～３１日

３月１８日～４月８日（予定）
３月２６日～４月１５日
４月１日
４月上旬
４月７日、８日
４月４日～１１日（予定）
４月７日、８日
４月１４日
４月１４日、１５日
４月１５日

池田町
海津市
大垣市
美濃加茂市
岐阜市
下呂市
多治見市
岐阜市
美濃市
美濃市

霞間ヶ渓公園ほか
木曽三川公園
奥の細道むすびの地記念館他
ぎふ清流里山の里（旧日本昭和村）
中心市街一帯
和佐地区
本町オリベストリート周辺
手力雄神社
市街地、八幡神社
大矢田神社

４月１４日、１５日
４月１４日、１５日
４月１４日、１５日
４月１５日
４月１５日（予定）
４月１９日、２０日
４月２１日～５月５日
４月２２日
４月２９日～５月７日

春の高山祭
関まつり・あんどんみこしコンクール
ＴＯＫＩ－陶器祭り
杵振り祭り
飛騨小坂滝開き
古川祭
美濃竹鼻まつり・ふじまつり
第８回高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン
岐阜城パノラマ夜景

高山市
関　市
土岐市
中津川市
下呂市
飛騨市
羽島市
岐阜市
岐阜市

日枝神社周辺
関市本町通りほか
セラトピア土岐及び周辺
安弘見神社及び蛭川地域内
飛騨小坂がんだて公園
古川町市街地
竹鼻別院、竹鼻商店街一円
岐阜メモリアルセンター、長良川周辺
岐阜城ロープウエイ

池田サクラつまり
木曽三川公園チューリップ祭
春の芭蕉祭
ぎふ清流里山公園のオープン
岐阜市道三まつり
苗代桜ライトアップ
多治見陶器まつり
手力の火祭
美濃まつり
大矢田ひんここまつり

北方町
垂井町
神戸町
土岐市
揖斐川町
大野町
　

北方町商店街通り
八重垣神社一帯
日吉神社周辺
織部ヒルズ（土岐美濃焼卸商業団地）
三輪神社周辺
大野町バラ公園

５月１１日
５月１１日～１０月１５日
５月１１日～１０月１５日
５月１２日、１３日
５月１９日
５月２０日

恵那山ウェストン祭
長良川鵜飼
小瀬鵜飼
大垣まつり
ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウォーキング
乗鞍山麓五色ヶ原の森オープン

中津川市
岐阜市
関　市
大垣市
高山市
高山市

恵那山ウェストン公園
長良川河畔鵜飼乗船場
長良川河畔小瀬の里
旧市街地一円、大垣八幡神社周辺
平湯温泉周辺
五色ヶ原の森案内センター

北方まつり
垂井曳やままつり
神戸山王まつり
土岐美濃焼まつり
揖斐まつり
バラまつり大野

６月２日
６月２日（予定）
６月９日～１７日

郡上市
本巣市
岐阜市

ぎふ清流あゆパーク（白鳥町長滝地内）
本巣市民スポーツプラザ
県立美術館

６月２６日
６月下旬～７月上旬

奥飛騨温泉郷露天風呂の日
あじさいまつり

高山市
関　市

奥飛騨温泉郷内の指定露天風呂
関市板取地域

７月２１日
７月２１日
７月２９日
７月２２日

おがせ池夏まつり
全国選抜長良川中日花火大会
みんなでてりゃあ夏まつり
炎の祭典土岐市織部まつり

各務原市
岐阜市
多治見市
土岐市

おがせ池周辺
長良川河畔
多治見市駅前、土岐川河畔
土岐川河川敷浅野河原、セラトピア土岐

８月１１日
８月１２日～１５日
８月１２日
８月１３日～１６日
８月１３日
８月下旬

川辺おどり花火大会
白鳥おどり徹夜おどり
手力の火祭夏
郡上おどり徹夜おどり
濃尾大花火
いわむら城址薪能

川辺町
郡上市
岐阜市
郡上市
羽島市
恵那市

川辺町役場前、川辺漕艇場前
白鳥町、新栄町、上本町、駅前通り、橋本町
長良川公園
八幡町、新町、橋本町、本町
木曽川河畔、濃尾大橋北
岩村歴史資料館前

ぎふ清流あゆパークオープン
本巣市花とほたる祭り
清流の国ぎふ芸術祭

８月１日
８月１日～４日
８月２日～５日
８月３日～５日
８月４日
８月５日

美濃市
下呂市
大垣市
瑞浪市
岐阜市
揖斐川町

長良川河畔
下呂温泉街
本町・駅通りほか
ＪＲ瑞浪駅前周辺
長良川河畔
揖斐川河畔

美濃市中日花火大会
下呂温泉まつり
芭蕉元禄の町大垣水都まつり
美濃源氏七夕まつり
長良川全国花火大会
いびがわの祭りありがとう花火

７月１日
７月９日～８月２５日
７月１４日～９月８日
７月１４日～８月３１日（予定）
７月中旬～８月下旬毎週土曜日

養老町
郡上市
郡上市
海津市
下呂市

養老の滝
白鳥町内一円
八幡町市街地
木曽三川公園センター
下呂温泉街（阿多野谷沿い）

養老の滝開き式
白鳥おどり
郡上おどり
木曽三川公園「夏の水物語」
下呂温泉いでゆ夜市

９月２日
９月５日
９月８日、９日

中津川市
飛騨市
郡上市

加子母明治座
上数河宮田白山神社
寒水白山神社

９月１５日～１１月４日
９月２２日
９月２２日、２３日

木曽三川公園秋の花物語
きつね火まつり
ものじのみのり祭

海津市
飛騨市
恵那市

木曽三川公園センター
古川町市街地
恵那駅周辺

加子母歌舞伎公演
数河獅子
寒水の掛踊

東京事務所からのお知らせ お問合せは… 岐阜県東京事務所
☎03（5212）9020

 

「ぎふいいね！ in 東京」
（岐阜県東京事務所facebookページ）

● 首都圏で開催されるイベント
● 岐阜県の味を楽しめるお店

● 岐阜県のすぐれものが買えるお店
● 岐阜県の最新情報やカルチャー

岐阜県東京事務所のFacebookでは、

ナドナド、岐阜県の旬な魅力的な情報を発信しています！
また、facebook でしか発信しない、限定情報もあります。

「ぎふいいね！in 東京」で検索して「いいね！」をクリックしてください！

例えば、３月２４日リニューアルオープンの
「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館（通称：
そらはく）」の情報もあるよ！

ぎふインフォメーションin東京

岐阜県東京事務所のホームページでは、首都圏で岐阜
の味を楽しめるお店を紹介しています。
店主が岐阜県出身のお店のほか、岐阜県出身ではない
けれど、「岐阜の味」にほれ込んで飛騨牛や郷土料理な
どを提供いただいているお店などを多数紹介していま
す。皆さんも検索して、ぜひ足を運んでみてください！

首都圏で岐阜の味を楽しめる
お店を紹介中！

平成 27 年４月にオープンした「清流の国ぎふ 移住・
交流センター」をご存知ですか？場所は有楽町の交通
会館の中。専門的な知識をもったスタッフが常駐して、
県や県内市町村の移住支援制度や就職の参考となる
情報を提供しています。また、常に新しいテーマで「清流
の国ぎふ 暮らしセミナーも開催していますので、ぜひ
ご参加ください。身近なお知り合いやご友人の方にも、
教えてあげてくださいね！

「清流の国ぎふ 移住・交流センター」を
ご存知ですか！？

http://www.city.kakamigahara.lg.jp/museum/
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店主が岐阜県出身のお店のほか、岐阜県出身ではない
けれど、「岐阜の味」にほれ込んで飛騨牛や郷土料理な
どを提供いただいているお店などを多数紹介していま
す。皆さんも検索して、ぜひ足を運んでみてください！

首都圏で岐阜の味を楽しめる
お店を紹介中！

平成 27 年４月にオープンした「清流の国ぎふ 移住・
交流センター」をご存知ですか？場所は有楽町の交通
会館の中。専門的な知識をもったスタッフが常駐して、
県や県内市町村の移住支援制度や就職の参考となる
情報を提供しています。また、常に新しいテーマで「清流
の国ぎふ 暮らしセミナーも開催していますので、ぜひ
ご参加ください。身近なお知り合いやご友人の方にも、
教えてあげてくださいね！

「清流の国ぎふ 移住・交流センター」を
ご存知ですか！？

http://www.city.kakamigahara.lg.jp/museum/

昨年、映画「関ヶ原」で話題となった関ケ原町。ここには、皆さんご存知の天下分け目の決戦の地、
関ケ原古戦場があります。その新たなシンボル施設として、また、周辺観光地と連携した広域観光の拠
点として、「関ケ原古戦場ビジターセンター (仮称)」の整備が進められています。

中世の砦を模した建物では、「ここに来れば関ケ原の全てが分かる」をコンセプトに、関ケ原の戦い
の詳細や歴史的な意義、現代に至るまで一貫して東西交通の要衝、東西文化の結節点であった関ケ原
の歴史を丁寧に紹介します。

また、岐阜城や大垣城など県内に点在する関ケ原の戦いの痕跡や周辺の観光地も紹介します。
その他、合戦の激闘を疑似体験できるシアターや関ケ原古戦場を一望できる展望室が設けられるほ

か、刀や槍、兜などに触れ、肌で体験できるコーナーも設けられます。
さらには、センターに隣接して、レンタサイクルの貸出しコーナーや関ケ原土産を販売するお店、軽食

を提供するお店の入った商業棟も整備される予定で、まさに古戦
場巡り、周遊観光の拠点になることが期待されます。

２０１８年には工事が始まり、関ケ原の戦いから４２０年、東
京オリンピック・パラリンピックが開催される２０２０年にはオープ
ンする予定です。皆さんも、これからさらなる盛り上がりを見せる

「関ケ原」をチェックされてはいかがでしょうか。

新観光拠点『関ケ原古戦場ビジターセンター（仮称） 』
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